
や な

柳
か わ

河
し ょ う

小のやくそく（R6.2改定） 

 

 
ふく

服
そう

装 

①
ひょう

標
じゅん

準
ふく

服(上着・白いシャツ・スカート、または半ズボン、または長ズボン) 

 ・
ふゆ

冬
ふく

服・・・１０月～５月、 
なつ

夏
ふく

服・・・６月～９月    

※6 月と 10 月のはじめ（前後１０日間ほど）は
い

移
こう

行
き

期
かん

間とする。 

 ○寒いときは、登下校時に標準服の上に防寒着を着用してよい。 

・標準服の下に着用しても良いもの→ベスト・カーディガン・セーター(色は黒・紺・白など派手でないもの) 

                  体操服の長ズボン 

                  レギンス・タイツ 

②
ぼう

帽
し

子 

 ・きめられた
き

黄
いろ

色の
ぼう

帽
し

子をかぶり、
こう

校
しょう

章 をつける。 

③
き

記
めい

名
しょう

章  

 ・
ひだり

左 ポケットの
い

位
ち

置に
な

名
ふだ

札をつける。※
かざ

飾りやシ－ルなどをつけない。 

④はきもの 

 ・
した

下ぐつは
しろ

白い
うん

運
どう

動ぐつをはく。          

・
うわ

上ぐつはきめられた
うわ

上ぐつをはく。 

 ・くつに
な

名
まえ

前を
か

書く。             

・くつのかかとをふまない。 

 ・くつ
した

下は
しろいろ

白色・
こん

紺
いろ

色・黒色をはく。 

⑤
たい

体
そう

操
ふく

服 

 ・きめられた
たい

体
そう

操
ふく

服を
き

着て、
こう

紅
はく

白
ぼう

帽
し

子をかぶる。 

 ・
な

名
ふだ

札は
うわ

上
ぎ

着の
ひだり

左
むね

胸、ズボンの
うし

後ろポケットにつける。 

 ・
うん

運
どう

動
かい

会の
ふく

服
そう

装はきめられた
たい

体
そう

操
ふく

服、
こう

紅
はく

白
ぼう

帽
し

子、（※
しろいろ

白色の
くつ

靴
した

下）で
さん

参
か

加する。 

⑥
しき

式や
はっ

発
ぴょう

表
かい

会・集会
しゅうかい

・行事
ぎょうじ

等の
ふく

服
そう

装 

 ・
ひょう

標
じゅん

準
ふく

服、
こん

紺
いろ

色・黒色の
くつ

靴
した

下で
しゅっ

出
せき

席する。（
たい

体
そう

操
ふく

服は
き

着ない。） 

⑦かみがた 

 ・
なが

長い
かみ

髪は、
がく

学
しゅう

習 のじゃまにならないようにとめるかたばねる。 

 ・
かざ

飾りのついていない
くろ

黒、
こん

紺
いろ

色、
ちゃ

茶
いろ

色のピンやゴムで
かみ

髪をとめる。 

  

 

 

 

校内生活 

 ・
がっ

学
こう

校
ない

内で
せん

先
せい

生やお
きゃく

客
さま

様に
あ

会ったときは、あいさつをする。 

 ・
ろう

廊
か

下や
かい

階
だん

段は
みぎ

右
がわ

側を
しず

静かに
ある

歩く。（
はし

走らない。さわがない。） 

・
こう

校
しゃ

舎、
たい

体
いく

育
かん

館、
せっ

石
かい

灰
こ

庫、
たい

体
いく

育
しゃ

舎などの
うら

裏で
あそ

遊ばない。
こう

校
てい

庭で
あそ

遊ぶ。(コンクリートの上では遊ばない。) 

 ・ボ－ルや
いち

一
りん

輪
しゃ

車など、
つか

使った
どう

道
ぐ

具はきちんと
かた

片づける。 

 ・ボ－ルが
こう

校
てい

庭の
そと

外に
で

出てしまったときは
と

取りに
い

行かないで、すぐに
せん

先
せい

生に
ほう

報
こく

告する。 

 ・
あめ

雨の
ひ

日は、
きょう

教
しつ

室や
と

図
しょ

書
しつ

室で
しず

静かに
す

過ごす。（
たい

体
いく

育
かん

館の
し

使
よう

用は月・水・金の中休みが 1～３年、火・木の昼休みは 4～6 年。体

育
かん

館にあるボールや
そう

倉
こ

庫に
お

置いてある
き

器
ぐ

具は、担当
たんとう

の先生
せんせい

に話
はな

してから使用
し よ う

する。） 

・掃除が始まる前にエプロンを着
き

て、 紅白ぼうしをかぶって
かつ

活
どう

動をする。 

 ・黙働で掃除をする。 

 

 

 

 
がく

学
しゆう

習  

  

 ・
じゅ

授
ぎょう

業
ちゅう

中 は、
つくえ

机 の
うえ

上に
ふで

筆
い

入れを
だ

出しておかない。 

 ・
し

使
よう

用する
えん

鉛
ぴつ

筆は、
てい

低
ちゅう

中
がく

学
ねん

年は B か２B を
つか

使う。
こう

高
がく

学
ねん

年はそのほかに HB を
つか

使ってもよい。 

        （シャ－プペンシルやしんだけを
と

取りかえる
えん

鉛
ぴつ

筆などは
つか

使わない。） 

 ・鉛筆は、マスコットや飾りが付いていないシンプルなものを使う。 

 ・
えん

鉛
ぴつ

筆はといだものを５、６
ほん

本と
あか

赤
あお

青
えん

鉛
ぴつ

筆を
も

持ってくる。
みじか

短 すぎる
えん

鉛
ぴつ

筆は
つか

使わない。 

 ・５、６年は
あか

赤
あお

青のボールペン、
けい

蛍
こう

光ペン(１本）を
つか

使ってもよい。 

 ・
け

消しゴムは
し

四
かく

角いよく
き

消えるものを
つか

使う。色
いろ

は白
しろ

とし、変わった
かたち

形 をしているものやにおいのあるものは
も

持ってこない。 

 ・キャップを使用
し よ う

するときには、マスコットや飾
かざ

りが付
つ

いていないシンプルなものとする。 

 ・携帯用
けいたいよう

のはさみは持
も

ってこない。 

 ・
とく

特
べつ

別
きょう

教
しつ

室や
たい

体
いく

育
かん

館へ
い

移
どう

動するときは、
がっ

学
きゅう

級 ごとに１
れつ

列か２
れつ

列で
なら

並んで
ある

歩いていく 

 

 

 



 

 
とう

登
げ

下
こう

校 

 ・きめられた
つう

通
がく

学
ろ

路を
とお

通り、交通ルールを守る。 

 ・
とう

登
げ

下
こう

校の
と

途
ちゅう

中 より
みち

道をしない。（
じ

自
ぶん

分の
いえ

家
い

以
がい

外によるときは、かならず
せん

先
せい

生に
れん

連
らく

絡する。） 

 ・
とう

登
げ

下
こう

校は
ひょう

標
じゅん

準
ふく

服を
き

着る。ただし、
ふゆ

冬の
さむ

寒い
じ

時
き

期は、
たい

体
そう

操
ふく

服の
なが

長ズボンをはいてきてもよい。 

 ・防犯
ぼうはん

ブザーを身
み

に付
つ

けて登
とう

下校
げ こ う

する。（日頃
ひ ご ろ

から点検
てんけん

する。） 

・
せん

先
せい

生や
とも

友
だち

達、スクールガードや
ち

地
いき

域の
かた

方に、 
げん

元
き

気にあいさつをする。 

 

 

 

 

 
きゅう

給
しょく

食  

 ・
きゅう

給
しょく

食 の
まえ

前は
かなら

必 ずシャボネットで
て

手を
あら

洗い、アルコールで消毒をする。 

 ・
きゅう

給
しょく

食
とう

当
ばん

番は、
み

身じたくを
ととの

整 えてから
かつ

活
どう

動する。 

 ・
きゅう

給
しょく

食
とう

当
ばん

番
い

以
がい

外の
じ

児
どう

童は、
きゅう

給
しょく

食 を
くば

配り
お

終わるまでマスクをして静かに待つ。 

 

 

 

 
こう

校
がい

外
せい

生
かつ

活 

 ・
こう

交
つう

通
じ

事
こ

故には
じゅう

十
ぶん

分
き

気をつける。
とく

特に「
と

飛び
だ

出し」は
ぜっ

絶
たい

対しない。 

 ・
じ

自
てん

転
しゃ

車はよく
てん

点
けん

検
せい

整
び

備し、ヘルメットをかぶり
あん

安
ぜん

全に
き

気をつけて
の

乗る。 （
がっ

学
く

区
ない

内を
げん

原
そく

則とする。） 

 ・
かわ

川や
よう

用
すい

水
ろ

路で
あそ

遊ばない。             

 ・
ひ

火
あそ

遊びやエアガンでの
あそ

遊びをしない。 

 ・
こ

子どもだけで
とお

遠くへ
で

出かけたり、ゲ－ムセンタ－やゲ－ムコ－ナ－、
いん

飲
しょく

食
てん

店へ
い

行ったりしない。 

 ・お
かね

金やゲ－ムソフトの
か

貸し
か

借りをぜったいにしない。 

 ・
こ

子ども
どう

同
し

士で、おごったりおごってもらったりしない。 

 ・
とも

友
だち

達の
いえ

家に
あそ

遊びに
い

行ったとき、
いえ

家の
ひと

人がいない
ば

場
あい

合は
いえ

家の
なか

中で
あそ

遊ばない。 

 ・ＳＮＳ
エスエヌエス

やゲームなどインターネットを使
つか

うときには、おうちの方
かた

に話
はなし

をする。 

 ・遊びに行くときは、家の人にいつ、どこで、誰と遊ぶのかを伝える。 

  

 

 そのほか 

 

 ・ベランダに
で

出ない。 

 ・
ほ

保
けん

健
しつ

室に
い

行くときは、
たん

担
にん

任の
せん

先
せい

生に
はな

話してから
い

行く。 

 ・
ひつ

必
よう

要のないものは
がっ

学
こう

校に
も

持ってこない。（お
か

菓
し

子
るい

類やゲーム、
けい

携
たい

帯
でん

電
わ

話、お
かね

金、キ－ホルダ－など） 

 ・
しょう

昇
こう

降
ぐち

口ではガラス
ど

戸のしきいの
ところ

所 でくつをはきかえる。 

 ・じゃ
ぐち

口は
かなら

必 ず
した

下に
む

向けてきちんとしめる。 

 ・
えん

鉛
ぴつ

筆や
け

消しゴムなどの
も

持ち
もの

物を、
とも

友
だち

達と
こう

交
かん

換しない。 

 ・
て

手
がみ

紙のやりとりをしない。 

 ・
しょう

昇
こう

降
ぐち

口や
かい

階
だん

段の
て

手すりに
よ

寄りかかったり
のぼ

登ったりしない。  

 ・
き

危
けん

険な
もの

物は
も

持ってこない。（カッタ－、ライタ－など） 

 ・トイレのサンダルをきちんとそろえる。 

 ・手洗い・うがいをきちんと行う。 

 

 

 


